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第１章 総 則  

鳥取県防災計画や各種の通知等に基づき様々な危機への対応策があらかじめ研究され、実際に危機が

発生した場合には的確かつ迅速な対応ができることが求められている。 

そこで、それぞれの危機に際して教職員等が個別に対応する時の参考となるよう、各危機ごとに基本

的な対応の手順を流れ図にして本書にまとめた。それぞれの危機を想定した訓練を実施し、われわれ教

職員及び生徒の危機管理意識を啓発することが必要である。  

ただし、本書はあらゆる危機の全てを網羅できてはおらず、現段階で想定できる災害等への一般的対

応を示しているに過ぎない。 

 

（１）災 害 

ア 地 震 

生徒の在校時、登下校時、校外活動時及び在宅時における①地震発生前（平常時）の避難訓練等、

②災害発生時の安全確保の方法等、③発生後の人員確認等の措置等、について教職員の基本的な

行動と、地震発生から生徒の保護者への引き渡しまでの対応。 

イ 火 災 

地震への対応と同様に在校時等の各場面に対応すべき教職員の基本的な行動と、火災発生から生

徒の保護者への引き渡しまで対応。 

ウ 台 風 

台風の接近を予測できることを踏まえ、在校時、登下校時の各場面に応じた教職員の基本的な行

動および対応。 

エ 大 雪 

大雪の発生を予測できることを踏まえ、各場面に対応すべき教職員の基本的な行動および対応。 

 

（２）事件・事故 

ア 不審者侵入時 

生徒の在校時における突然の危険な侵入者への教職員の対応。 

イ 交通事故 

登下校時や校外活動時における生徒の交通事故への教職員の対応。 

ウ 学校内等での事故 

迅速かつ適切な対応が求められる場面、例えば①生徒が突然倒れた場合、②水泳の飛び込み時に

おける打撲事故の場合、等についての教職員の対応。  

エ 爆破予告等 

  電話、FAX、E メール等で学校施設等の爆破予告等があった場合の生徒の避難誘導の対応。 

 

（３）疾病等 

ア 食中毒 

食中毒と思われる症状が発生した場合の教職員の対応と原因究明までの対応。 

イ 感染症 

感染症と思われる症状が発生した場合の教職員の対応と感染の拡大を防ぐための対応。 

ウ 薬品事故 

事故が発生した場合及び薬品が盗難又は紛失した場合の教職員の対応。 

 

（４）避難所としての学校運営 

鳥取県防災計画に基づき避難所としての避難所の運営及び教職員の対応。 
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第２章  災害 

第１節  災害発生に対する基本的な考え方 

災害には、地震のように予測が困難なものと、気象災害（台風や大雪など）のように予測可

能なものとがある。そこで、災害の発生が予測される段階、災害が発生した段階、及び災害発

生後の段階で、教職員が適切な行動をとるために、災害に対する基本的な考え方を共通理解し

なければならない。 

 

災害の発生が予測される段階 

様々な広報媒体や関係機関からの情報に常に関心を持ち、災害発生の可能性やその程度な

どを予測することは、被害を最小限にくい止めるための大切な取組である。 

○気象情報の収集 

勤務時間内外を問わず、常に気象情報には関心を持たなければならない。 

○関係機関からの情報収集 

ＪＲ・バス会社・市町村役場等から情報収集する。 

○災害発生時の指示・行動の確認・周知 

予測される災害の種類と程度を検討して、連絡方法や指示の内容などについて教職員間

で確認し、生徒、保護者等へ周知する。 

 

災害が発生した段階 

生徒の安全確保・安否確認が教職員の第一の使命であり、その後、安全な場所への避難誘

導を行う。 

○生徒の安全確保・安否確認 

生徒が学校内又は校外活動時にあっては安全確保を、また自宅などの学校外にいる場合

は安否の確認を至急に行う。 

○避難誘導 

安全な場所へ誘導する。その時、頭部を中心に身体の保護と避難時の行動方法を徹底す

るとともに、臨機に安全な経路を選択して誘導を行う。 

 

 

災害発生後の段階 

生徒の安全確保とともに、保護者への引き渡しをできるだけ確実に行う。 

○校内防災対策本部の設置 

災害に対する学校の指揮命令系統を明確にし、状況に応じた的確な対応をとる。 

（例）安否確認、救護、保護者への連絡、安全点検、応急復旧など 

○保護者への引き渡し 

生徒を確実に保護者へ引き渡すようにする。 

○学校再開への準備 

学校が使えなくなった場合、通常の教育活動ができるように準備を進める。 

○避難所への対応 

教職員は生徒の安全確保と学校再開に向けた行動が第一である。避難所の運営主体は災

害対策担当部局が責任を持つが、教職員は可能な限り協力する。 
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第２節  地震（津波を含む）発生時の対応 

１ 対応の要点 

生徒の  

所在 
地震発生まで 災害発生時 災害発生後 

在校時 

○所在場所に応じた

安全確保の方法を

訓練する。 

○避難時の行動方法

の訓練を徹底する。 

○生徒の安全確保の

ために的確な指示

をする。（頭部の保

護、机の下へもぐる

など） 

○火災などの二次災害を防止する。  
（火・ガス・薬品の確認） 

○避難経路の安全を確認して避難の

指示及び避難誘導をする。  
○生徒の人員確認をする。  

○不安を和らげる配慮をする。  
○負傷者の応急手当をする。  

○校内を巡回し校舎の状況把握と残

留者の発見・救出をする。  
○地震の規模、被害状況等の情報を収

集し、二次災害への対応をとる。  
（津波、火災、崩落など）  

○保護者・関係機関へ連絡等を行う。 
○生徒を保護者に引き渡す。 

登下校時 

 

○登下校の状況に応

じた安全確保の方

法を訓練する。  

○危険個所の確認と

安全な避難場所等

を周知・徹底する。 

○校内にいる生徒の

安全を確保する。 

○安否確認の活動を開始する。（校内

巡視、通学路巡視、自宅確認など） 

○校舎等と通学路の被害状況を確認

する。 

○保護者・関係機関へ連絡または情報

収集を行う。 

校外活動

時 

○下見の時に、見学施

設の避難経路、避難

場所等の確認をす

る。  
○学校への連絡方法

を事前に確認する。 

○生徒の安全確保の

ために的確な指示

をする。  
○安全な場所へ避難

誘導をする。 

○現地の施設管理者の指示に従う。 

○地震の規模、被害状況などの情報を

収集し、二次災害への対策をとる。

（津波、火災、崩落など）  
○生徒の人員確認を行い、不安を和ら

げる。  
○学校へ連絡をする。 

在宅時 

○地震の程度に応じ

た教職員の配備計

画を確認する。 

○自分と家族の安全

を確保する。 

○自分と家族等の安全を確認後、自宅

待機又は学校に集合する。 

○生徒の安否確認をする。 

○校舎等の被害状況を調査する。 

 



○避難所設置への協力

○二次避難の検討

○対応状況、負傷者数、施設等被害状況の教

　育委員会への報告

的確な指示

運動場・中庭

窓・壁の反対側に頭を向けて机の下にもぐり、机の脚を持つ。

○生徒の安全確保の指示

実験・実習中であれば危険物から離れる。

器具や窓ガラスから離れ、中央部に集まり低い姿勢で頭を守る。

低い姿勢で頭を守る。近くの教室の机の下にもぐる。

今後の対応
決定

○災害対策組織の設置

班

施設開放
や避難所
運営の支
援

状況把握

避難誘導

安全確保

○保護者への連絡
○保護者への引き渡し

○関係機関への連絡

教室

特別教室

体育館

トイレ ドアを開き、頭を守る。

建物から離れ、中央部に集まり低い姿勢をとる。

廊下や階段

○校舎外避難の決定

○負傷者の救護

○校内放送等で避難経路の指示

○避難の指示・避難誘導

指定された避難
経路で安全に避
難誘導、人員確
認と報告、不明
者の捜索と救出

防火係 避難誘導係本　部
避難所
支　援

救出・
救護係

身元確
認、保護
者への連
絡

校長室、
事務室、
教務室、
進路室の
重要書類
の搬出

負傷者の
確認と応
急手当

各班からの
報告の集約
と今後の対
応の決定、
関係機関と
の連絡等

被害状況調
査と初期消
火

２　状況別の基本的対応手順

（１）在校時の対応

業

務

内

容

地　震　発　生

揺れがおさまる

○負傷者の確認

○火気等の管理

○避難経路の安全確認

通報連絡
係

搬出係
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施設開
放や避
難所運
営の支
援

○災害対策組織の設置

通報連絡
係

搬出係
避難所
支　援

業

務

内

容

指定された避難
経路で安全に避
難誘導、人員確
認と報告、不明
者の捜索と救出

負傷者の
確認と応
急手当

○対応状況、負傷者数、施設等被害状況の教育

　委員会への報告

○保護者への連絡

○関係機関への連絡

○避難所設置

○二次避難の検討

○保護者への引き渡し

揺れがおさまる

○出勤途上時は直ちに学校へ集合

安全確保

今後の対応
決定

状況把握
及び

避難誘導

身元確
認、保護
者への連
絡

校長室、
事務室、
教務室、
進路室の
重要書類
の搬出

各班からの
報告の集約
と今後の対
応の決定、
関係機関と
の連絡等

被害状況調
査と初期消
火

（２）登下校時の対応

地　震　発　生

○校内にいる生徒の安全確保、安否の確認、避難誘導

班 本　部 防火係 避難誘導係
救出・
救護係
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　者数、被害状況等の報告

（３）校外活動時の対応

地　震　発　生

山間部 崖崩れに注意し、安全な場所に避難する。

揺れがおさまる

的確な指示 ○生徒の安全確保の指示

施設・宿舎内 体をかがめ、頭を守る。（学校内の場合と同じ行動）

道路 民家、ブロック塀、自販機から離れる。

安全確保

今後の対応
決定

○学校へ状況を報告し、指示を受ける

○保護者への連絡を学校に要請
○帰校し、又は現地で、
　生徒を保護者へ引き渡す

○学校から教育委員会へ、対応状況、負傷

海岸付近

乗り物 身を低くし、手摺り、座席につかまる。乗務員の指示に従う。

状況把握
及び

避難誘導

○情報収集し、地震の程度と被害状況を確認

○状況を正確に把握し、避難誘導

○負傷者の確認

高台に避難する。

　・負傷者への対応

　・救助要請

　・不明者の捜索

○現地対策本部の設置

　・保護者、関係機関への状況報告

　・生徒の不安を和らげる

　・学校へ随時連絡
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○保護者への引き渡し
○保護者への連絡

○関係機関への連絡

○対応状況、負傷者数、施設等被害状況の教育

　委員会への報告

○避難所設置への協力

○二次避難の検討

（４）在宅時（勤務時間外）の対応

地　震　発　生

○自分と家族の安全を確保した後、可能な職員は学校に集合

揺れがおさまる

学校へ集合

今後の対応
決定

○災害対策組織の設置

班
防火係・
応急復旧

業

務

内

容

避難所支援

施設開放や避難所
運営の支援

避難誘導係・
通報連絡係

生徒の安否確認、
今後の所在場所と
連絡先確認、保護
者への連絡、校内
の巡視、生徒を発
見した際の応急手
当

安全確保

被害状況調査、危
険箇所の処理、立
入禁止区域の指定

本部

各班からの報告の
集約と今後の対応
の決定、関係機関
との連絡等
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第３節  火災発生時の対応 

１ 対応の要点 

生徒の  

状況 
火災発生まで 災害発生時 災害発生後 

在校時 

○避難訓練等を実施

し、日頃から避難

経路、避難方法等

の確認を徹底して

おく。 

○生徒の安全確保のために

的確な指示をする。  

（窓を閉める、ハンカチ等

を口に当てるなど） 

○避難経路の安全を確認し

て避難の指示及び避難誘

導をする。 

○初期消火活動をする。 

○生徒の人員確認と不安を和

らげる。 

○負傷者の応急手当をする。 

○校内を巡回し校舎の状況を

把握する。 

○保護者・関係機関へ連絡を

する。 

○生徒を保護者に引き渡す。 

登下校時 

（校舎等の

火災） 

 ○校内にいる生徒の安全を

確保する。 

○安否確認の活動を開始する。

（校内巡視など）  

○校舎等の被害状況を確認す

る。 

○保護者・関係機関へ連絡を

する。 

校外活動時 

（見学施設

等の火災） 

○下見の時に、見学

施設の避難経路、

避難場所等の確認

をする。 

○生徒の安全確保のために

的確な指示をする。 

○安全な場所へ避難誘導を

する。 

○生徒の人員確認と不安を和

らげる。 

○学校へ連絡をする。 

在宅時 

（校舎等の

火災） 

○緊急時の職員間の

連絡方法等を確認

しておく。 

 ○学校に集合する。 

○校舎等の被害状況を調査す

る。 

 



２　状況別の基本的対応手順

（１）在校時の対応

的確な指示

火　災　発　生

　・落ち着かせる

○生徒の安全確保の指示

安全確保

○校内放送等で避難経路の指示

【防火係教職員】

　○生徒への的確な指示（押さない、慌てない等）

　・次の指示があるまで待機させる

　・戸締まりをする

　○初期消火活動

○避難経路の安全確認

○校舎外避難の決定

○消防署へ通報

避難誘導
及び

初期消火

　○避難の指示

状況把握

【授業のない教職員】

　○空き教室等の戸締まり

防火係 避難誘導係本部

○災害対策組織の設置

　○避難経路・避難場所にて避難の誘導及び安全確保

【授業担当者】

搬出係
救出・救護

係
通報連絡係

　委員会への報告

今後の対応
決定

班

保護者への
連絡

○保護者への引き渡し

校長室、事
務室、教務
室、進路室
の重要書類
を搬出

○応急復旧

○対応状況、負傷者数、施設等被害状況の教育

各班からの
報告の集約
と今後の対
応の決定、
関係機関と
の連絡等

初期消火、
被害状況調
査（鎮火
後）

負傷者の確
認と応急手
当

指定された
避難経路で
安全に避難
誘導、人員
確認と報告

○保護者への連絡

○関係機関への連絡

業

務

内

容

鎮　　　　　火
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（２）登下校時の対応

○保護者への引き渡し
○関係機関への連絡

各班からの
報告の集約
と今後の対
応の決定、
関係機関と
の連絡等

初期消火、
被害状況調
査（鎮火
後）

生徒の所在確
認、校内巡視
（本人の安全
にも十分注
意）、指定さ
れた避難経路
で安全に避難
誘導

安全確保 ○災害対策組織の設置

搬出係

火　災　発　生

　委員会への報告

○校内にいる生徒の安全確保、安否の確認、避難誘導

【防火係教職員】

　○初期消火活動

○保護者への連絡

本部

生徒・保護
者への連絡

通報連絡係

○応急復旧

状況把握
及び

避難誘導

鎮　　　　　火

初期消火

避難誘導係防火係

負傷者の確
認と応急手
当

校長室、事
務室、教務
室、進路室
の重要書類
を搬出

業

務

内

容

○対応状況、負傷者数、施設等被害状況の教育

今後の対応
決定

救出・救護
係

班
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○保護者への引き渡し

（３）校外活動時の対応

火　災　発　生

状況把握
及び

避難誘導

　・学校へ随時連絡

○生徒の安全確保

○現地対策本部の設置

○状況を正確に把握し避難誘導

○列車、バスに乗車中及び施設の中にいる場合は、係員の指示に従う

○負傷者の確認

　・救助要請

　・不明者の捜索

鎮　　　　　火

安全確保

今後の対応
決定

　・施設管理者等からの情報収集

　・保護者、関係機関への状況報告

　・生徒の不安を和らげる

○学校から教育委員会への対応状況、負傷者数、

　被害状況等の報告

○学校へ状況を報告し、指示を受ける

○保護者への連絡を学校に要請
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今後の対応
決定

鎮　　　　　火

学校へ集合

被害状況調
査、危険箇所
の処理、立入
禁止区域の指
定

業

務

内

容

（４）在宅時（勤務時間外）の対応

火　災　発　生

安全確保

通報連絡係防火係

○災害対策組織の設置

班 本部

○管理者は教職員へ連絡

○市町村教育委員会から管理者へ連絡がある

生徒の安否確
認、今後の所
在場所と連絡
先確認、保護
者への連絡

各班からの報
告の集約と今
後の対応の決
定、関係機関
との連絡等

○対応状況、施設等被害状況の教育委員会への報告

○保護者への連絡

○関係機関への連絡

○応急復旧
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第４節 台風時の対応 

１ 対応の要点 

台風は、ある程度予測することができるため、事前の情報収集が最も重要となる。気象情報

を収集して対応を検討し、周知することが災害から身を守る最大の対策である。 

 

生徒の 
状況 

予測から発現まで 災害発生時 災害発生後 

在校時 

○警報、注意報の発表を知

ったら、対応方針を検討

し、周知する。 

○災害の前兆現象が確認さ

れた場合、生徒を安全な

場所へ避難させる。 

○警報、注意報の内容に応

じて、通学路の危険予想

、情報収集や保護者への

連絡など対策を講じる。 

○被災した場所を確認し、

生徒が立ち入らないよう

規制措置を行う。 
○関係機関へ連絡・情報収

集を行う。 
○必要な救護、応急手当を

行う。 

○周辺地域に災害があり校

舎等への避難を要請され

た場合、所要の検討を行

う。 
○校舎等への被害がある場

合は、復旧への応急的対

策をとる。 
○二次災害の可能性を検討

して、対策の継続か通常

への復帰かを判断する。 
 

登下校

時 

○登校時に危険が予想され

る場合は自宅待機を指示

する。（各種の警報が発

令されている場合の対応

は「各種警報発令時の学

校の対応について」に従

う。） 

○警報、注意報の内容に応

じて、通学路の危険予想

、情報収集や保護者への

連絡など対策を講じる。

（特に下校時） 

 

○連絡網などにより通学途

上の生徒の安全を確認す

る。 

○周辺地域に災害があり校

舎等への避難を要請され

た場合、所要の検討を行

う。 
○校舎等への被害がある場

合は、復旧への応急的対

策をとる。 
○二次災害の可能性を検討

して、対策の継続か通常

への復帰かを判断する。 
○通学路の危険個所を確認

し、通学路の変更や安全

を確認してから登下校さ

せるようにする。 

 



安全確保

今後の対応
決定

○教育委員会との協議

下校させる場合

　保護者に連絡を取り、迎え
に来られる者については保護
者に引き渡す。

　安全な方法で下校させる。

　生徒の帰宅を確認。

　保護者に連絡を取り、迎え
に来られない者については、
学校で保護を行う。

　生徒に災害情報や保護者か
らの連絡事項を伝える。

　順次、帰宅可能な生徒を保
護者に引き渡す。

　学校が危険となれば、避難
所へ避難する。

学校で保護する場合

○通学路の安全確認

○○警報発令

状況把握

２　状況別の基本的対応手順

（１）在校時の対応

○市町村防災対策本部等からの情報収集

○気象情報の収集確認

　の教育委員会への報告

○臨時職員会議の開催（対応方針決定）

　・教育委員会に報告　・鳥取県災害情報システムへの入力

　・生徒への連絡（対応、今後の予定、諸注意）

○保護者への連絡

○校舎内外の異常の有無を点検

○避難所開設の要請に備える
○居残った生徒の保護者
　への引き渡し

○対応状況、負傷者数、施設等被害状況

○応急的補強
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（２）登下校時の対応

○○警報発令

状況把握
○出勤可能な職員は出勤する

○気象情報の収集確認

授業開始前に各種の警報が発令された場合の対応は「各種警報発令時の学校の
対応について」に従う。

○応急的補強

○対応状況、負傷者数、施設等被害状況

　の教育委員会への報告

今後の対応
決定

安全確保
○臨時職員会議の開催（対応方針決定）

　・教育委員会に報告　・鳥取県災害情報システムへの入力

　・登校済みの生徒への連絡（対応、今後の予定、諸注意）

学校で保護する場合 下校させる場合

○避難所開設の要請に備える

　・全校生徒の所在・安否の確認

　　（駅等で立ち往生している生徒がいないか）

　保護者に連絡を取り、迎え
に来られない者については、
学校で保護を行う。

　生徒に災害情報や保護者か
らの連絡事項を伝える。

　順次、帰宅可能な生徒を保
護者に引き渡す。

　学校が危険となれば、避難
所へ避難する。

　保護者に連絡を取り、迎え
に来られる者については保護
者に引き渡す。

　安全な方法で下校させる。

　生徒が帰宅できたか確認。

○校舎内外の異常の有無を点検

○居残った生徒の保護者
　への引き渡し

○保護者への連絡

○教育委員会への連絡
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第５節 大雪時の対応 

 

１ 対応の要点 

大雪は、ある程度予測することができるため、事前の情報収集が最も重要となる。気象情報を収集し

て、対応を検討し周知することが、災害から身を守る最大の対策である。 

 

生徒の 

状況 
予測から発現まで 災害発生時 災害発生後 

在校時 

○警報、注意報の発表を知っ

たら、対応方針を検討し

周知する。 

○警報、注意報の内容に応じ

て、通学路の危険予想、

情報収集や保護者への連

絡などの対策を講じる。 

○対応を決定するまでは、生

徒に適切な指示をして待機

させる。 

○校舎内外の施設設備の点検

を行い、補強等の安全措置

を行う。 

○関係機関へ連絡・情報収集

を行う。 

○周辺地域に災害があり校舎等

への避難を要請された場合、

所要の検討を行う。 

○校舎等への被害がある場合は

、復旧への応急的対策をとる

。 

○二次災害の可能性を検討して

、対策の継続か通常への復帰

かを判断する。 

登下校時 

○登校時に危険が予想される

場合は自宅待機を指示す

る。（各種の警報が発令

されている場合の対応は

「各種警報発令時の学校

の対応について」に従う

。） 

○警報、注意報の内容に応じ

て、通学路の危険予想、

情報収集や保護者への連

絡などの対策を講じる。

（特に下校時） 

○連絡網などにより通学途上

の生徒の安全を確認する。 

○通学路の危険箇所を確認し、

通学路の変更や安全を確認し

てから登校させるようにする

。 

○周辺地域に災害があり校舎等

への避難を要請された場合、

所要の検討を行う。 

○校舎等への被害がある場合に

は、復旧への応急的対策をと

る。 

○二次災害の可能性を検討して

、対策の継続か通常への復帰

かを判断する。 

 



安全確保

今後の対応
決定

○近隣の学校との情報交換

○教育委員会への連絡

下校させる場合

　保護者に連絡を取り、迎え
に来られる者については保護
者に引き渡す。

　安全な方法で下校させる。

　生徒の帰宅を確認。

○居残った生徒の保護者
　への引き渡し

○保護者への連絡

○校舎内外の異常の有無を点検

○臨時職員会議の開催（対応方針決定）

○状況に応じて、関係機関へ連絡

大雪警報発令

状況把握

２　状況別の基本的対応手順

（１）在校時の対応

○関係機関からの情報収集

○気象情報の収集確認

○応急的補強

○対応状況、負傷者数、施設等被害状況

　の教育委員会への報告

○関係機関への対応

　・教育委員会に報告　・鳥取県災害情報システムに入力

　・生徒への連絡（対応、今後の予定、諸注意）

　保護者に連絡を取り、迎え
に来られない者については、
学校で保護を行う。

　生徒に災害情報や保護者か
らの連絡事項を伝える。

　順次、帰宅可能な生徒を保
護者に引き渡す。

学校で保護する場合
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今後の対応
決定

○関係機関からの情報収集

○状況に応じて、関係機関へ連絡

○近隣の学校との情報交換

○教育委員会への連絡

○臨時職員会議の開催（対応方針決定）
安全確保

　保護者に連絡を取り、迎え
に来られない者については、
学校で保護を行う。

　生徒に災害情報や保護者か
らの連絡事項を伝える。

　順次、帰宅可能な生徒を保
護者に引き渡す。

　学校が危険となれば、避難
所へ避難する。

　保護者に連絡を取り、迎え
に来られる者については保護
者に引き渡す。

　安全な方法で下校させる。

　生徒の帰宅を確認。

　・全校生徒の所在・安否の確認

学校で保護する場合 下校させる場合

（２）登下校時の対応

大雪警報発令

状況把握
○交通途絶等で出勤できない場合は連絡する。

○安全に注意して速やかに出勤

○気象情報の収集確認

授業開始前に警報が発令が発令された場合の対応は「各種警報発令時の
対応について」に従う。

○関係機関への対応

○保護者への連絡 ○居残った生徒の保護者
　への引き渡し○校舎内外の異常の有無を点検

○応急的補強

　・教育委員会に報告　・鳥取県災害情報システムに入力

○対応状況、負傷者数、施設等被害状況

　の教育委員会への報告

　　（駅等で立ち往生している生徒がいないか）

　・登校済みの生徒への連絡（対応、今後の予定、諸注意）
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第３章　事件・事故

１　突然の危険な侵入者への対応

報告

○生徒への対応の指示

指示 ・救急処置　・避難についての指示　

・パニックの防止

○関係機関への通報

□警察への通報－不審者の状況、被害の状況

□消防署への通報－負傷者の状況

□教育委員会への通報－発生の第一報

○被害生徒･教職員の状況（氏名、負傷の状況）

○救急車の搬送先－救急車同乗教職員が状況を随時報告

○事故の経過

○警察の現場検証から事件の状況を収集

○管理職の指示により担任等が簡潔に連絡

・事件の発生　・負傷の状況　・搬送先

○目撃者のショックをやわらげるカウンセリング等の配慮

・目撃生徒及び他の生徒についてきめ細かく

○担任が家庭訪問（必要があると判断する場合）

事故報告書提出

学校安全の再点検

○教育委員会へ提出

○原因の調査と必要があれば改善要請

○事件の概況説明

○生命の大切さ、安全な登下校の指導（保護者の迎え等）

外部への対応

全校集会の開催

○保護者への速やかな説明等、誠意ある対応

対策会議・職員会議 ○会議により今後の対応等について協議

○管理職が担当し、窓口を一本化

医療機関

第１節　不審者侵入時の対応（生徒に危害を加えようとした場合）

情報収集整理

○通報（大声、警報ブザー、ホイッスル等）

○複数の教職員が急行し、生徒の安全確保と現場確認

○警察への通報（場所、人数、凶器有無）

○消防署への通報

○生徒の避難誘導と、教職員自身の護身

事件目撃者への対応

救
急
車
同
乗

保護者へ連絡

教育委員会へ報告 ○管理職が事件後の対応状況について第二報

不審侵入者発見

校長
（教頭）
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１　交通事故の対応
（１）事故発生時の対応

まだ

到着

○管理職が担当し、窓口を一本化

○事件の概況説明

○生命の大切さ、安全な登下校の指導

○教育委員会へ提出

○原因の調査と必要があれば改善要請

外部への対応

全校集会の開催

事故報告書提出

通学路の安全点検

医療機関

保護者へ連絡

教育委員会へ報告

対策会議・職員会議

事故目撃者への対応

○事故の状況に応じて必要であれば、会議を開催し、
　今後の対応等について打ち合わせる。

○保護者に説明等、誠意をもって対応

○管理職、担任が速やかに見舞う。

緊
急
車
両
同
乗

事故発生連絡

救急車到着

第２節　交通事故等の対応

情報収集

学校へ連絡

○管理職の指示により担任が簡潔に連絡

○事故に対応できる教職員（生徒指導主事・養護教諭等）

○緊急車両の搬送先

○被害生徒状況（氏名、負傷の状況）

　２～３名が事故現場へ急行する。

○緊急車両の手配について確認する。

○救急処置

　出血等の確認→気道確保→呼吸の確認
　→人工呼吸・胸骨圧迫・AED使用

○場合によっては担任が家庭訪問

○目撃者のショックをやわらげる個人面接等

○警察の現場検証から事故状況収集

○事故の経過

○管理職が事故の概要について第一報を入れる。

  ・事故の発生　・負傷の状況　・搬送先

緊急車両到着
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２　学校内等での事故の対応
（１）授業中などに児童生徒が突然倒れた場合の対応

○発見時刻、発生時の状況等を正確に確認する。

○他の教職員に助けを求める。

ある

なし

ある

なし

ある

なし

○４回繰り返す

○反応（循環のサイン）がでるまで繰り返す。

○記録者を決め、時系列に沿って記録する。

○管理職の指示により担任が簡潔に連絡

  ・事故の発生　・生徒の状況　・搬送先

○管理職が事故の概要について第一報を入れる。

○管理職が担当し、窓口を一本化

○教育委員会へ提出

事故発生

○意識の有無、体温、チアノーゼの有無などの状況を迅速に
　把握する。

教職員役割分担

教育委員会へ報告

人工呼吸を２回

胸骨圧迫と人工呼吸

緊急車両到着

○必要に応じ、全校生徒やＰＴＡに説明し、学校の対応への
　理解と協力を求める。

事故目撃者への対応
○目撃者のショックをやわらげる個人面接等

再発防止策

対策会議・職員会議

○十分な呼吸、拒否する動きがでるまで続ける

○事故の状況に応じて必要であれば、会議を開催し、
　今後の対応等について打ち合わせる。

外部への対応

事故報告書提出

○場合によっては担任が家庭訪問

○必要に応じてＡＥＤを使用する

回復の体位にして、観察を続ける

救急車到着

１１９番通報

保護者へ連絡

気道の確保

○呼吸が不十分であれば人工呼吸を続ける

○管理職が、養護教諭、担任等の役割分担を迅速に指示する。

○事故原因や状況に基づき、再発防止の具体策や
　具体的な改善点を検討する。

○養護教諭が事故の概要を連絡し、指示を受ける。

医療機関 ○保護者に速やかな説明等、誠意をもって対応

緊
急
車
両
同
乗 学校医へ連絡

意識の有無 呼吸は十分か

十分な呼吸

反応があるか
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（２）水泳の飛び込み時等に事故が発生した場合の対応

○意識の有無、体温、チアノーゼの有無などの状況を

　迅速に把握する。

○発見時刻、発生時の状況等を正確に確認する。

○他の教職員に助けを求める。

○首を動かさないように気をつける。

ある 十分

なし

ある

なし

ある

なし

○４回繰り返す

○反応（循環のサイン）がでるまで繰り返す。

○管理職が、養護教諭、担任等の役割分担を迅速に指示する。

○記録者を決め、時系列に沿って記録する。

○管理職の指示により担任が簡潔に連絡

  ・事故の発生　・生徒の状況　・搬送先

○管理職が事故の概要について第一報を入れる。

○管理職が担当し、窓口を一本化

○教育委員会へ提出

○事故の状況に応じて必要であれば、会議を開催し、
　今後の対応等について打ち合わせる。

○必要に応じてＡＥＤを使用する

事故発生

回復の体位にして、観察を続ける１１９番通報

○事故原因や状況に基づき、再発防止の具体策や
　具体的な改善点を検討する。

学校医へ連絡 ○養護教諭が事故の概要を連絡し、指示を受ける。

緊
急
車
両
同
乗

○場合によっては担任が家庭訪問

保護者へ連絡

外部への対応

事故報告書提出

医療機関 ○保護者に速やかな説明等、誠意をもって対応

 プールから引き上げる

教育委員会へ報告

人工呼吸を２回

胸骨圧迫と人工呼吸

緊急車両到着

気道の確保

○呼吸が不十分であれば人工呼吸を続ける

○十分な呼吸、拒否する動きがでるまで続ける

教職員役割分担

○必要に応じ、全校生徒やＰＴＡに説明し、学校の対応への
　理解と協力を求める。

事故目撃者への対応
○目撃者のショックをやわらげる個人面接等

再発防止策

対策会議・職員会議

意識の有無 呼吸は十分か

十分な呼吸

反応があるか
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いずれの場合も爆破予告直後即座に警察、消防に通報しているが、実際に爆発が起きた際には怪我人の救護
が急がれるので再度「救急」を要請する。

　
　　　避難場所での指示等

・人員確認、怪我人等の調査
・状況説明
・不要に不安がらせない対応

　　　　怪我人の救護等
・警察や消防の到着前に怪我人
等の救護を行う。
・警察や消防が到着後はその指
示に従う。
・人員確認で行方不明者がある
場合には警察や消防に伝える。

　　　　　　家庭連絡
・電話、本校HP、まちCOMIメールな
どを用いて、保護者に状況説明を行
う。
・自力帰宅、引き取り帰宅に関わら
ず、生徒が帰宅したことの確認を取
る。
・以降の学校再開についての連絡方
法を周知しておく。

爆破予告等の発覚

家庭への連絡として、学校HP,ま
ちCOMIメールで事情説明する。

家庭への連絡として、学校HP,ま
ちCOMIメールで事情説明する。

担任、副担任は生徒が帰宅したことを確認
する。

爆破予告後、①避難する前に、②避難の最中に、③避難後に実際に爆発が起こった場合

b.実際に爆発が起きてしまった場合の対応

①の場合、爆発音がした場所から遠
ざかるように避難させる。放送機械
が作動する場合は的確な指示を出
す。爆発中心部には誰も近づかな
い。

②の場合、爆発音がした場所
から遠ざかるように避難させ
る。放送機械が作動する場合
は的確な指示を出す。爆発に
よって怪我人等がでた場合は
避難後報告させる。

③の場合、爆発音がした場所か
ら十分距離があることを確認す
る。近い場合は更に避難する。
その後再度の人員確認を行い被
害に遭っている者がないことを
確認する。

全職員を招集し、情報を共有し、短時間で対応策
を決定し実行する。

情報の伝達と対
応策の決定

家庭への連絡として、学校HP,まちCOMI
メールで事情説明する。生徒へ帰宅の指示をする。

（校内の荷物を持ち帰る。）
通常授業に戻る。

猶予がありそうな場合

直後に避難指示を出すとともに、警察、消防への通報と県教委への報告

第３節　爆破予告等への対応

１ 在校時の対応

爆破予告等の発覚

a.実際に爆発が起きる前の対応

警察、消防への通報と県教委への報告

管理職が最善だと考える避難場所を指定し、すぐ
に避難を開始するよう放送する。

一刻の猶予もない場合

最善と考えられる場所への避難
・人員点呼　・事情説明

警察・消防等の点検によって安
全が確認された場合

警察・消防が安全であると判断しな
い場合

校内災害対策本部が授業継続が可
能と判断した場合

校内災害対策本部が授業継続
が不可能と判断した場合

生徒へ帰宅の指示をする。（校内の荷物は
そのままで）
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第３節　爆破予告等への対応

 ２ 在宅時（生徒の登下校中を含む）の対応

a.実際に爆発が起きる前の対応

爆破予告等の発覚

情報の伝達と対
応策の決定

一刻の猶予もない場合

爆破予告発見者が校内にいる者に対し適切な避
難の呼び掛けを放送等で即座に行う。避難後、
新たに校内に入ろうとする者がないように監視
する。

猶予がありそうな場合

管理職に報告し、指示を仰ぐ。その後、校内に
いる者に対し適切な避難の呼び掛けを放送等で
即座に行う。避難後、新たに校内に入ろうとす
る者がないように監視する。

最善と考えられる場所への避難後
・人員確認　・事情説明

・新たに校内に入る者がないように監
視する。・本校HP,まちCOMIメールで

自宅待機を呼び掛ける。

警察・消防等の点検によって安
全が確認された場合

警察・消防が安全であると判断し
ない場合

校内災害対策本部が授業継続が可
能と判断した場合

校内災害対策本部が授業継続
が不可能と判断した場合

生徒へ帰宅の指示をする。（校内の荷物
はそのままで）

②の場合、爆発音がした場
所から遠ざかるように避難
させる。放送機械が作動す
る場合は的確な指示を出
す。爆発によって怪我人等
がでた場合は避難後報告さ
せる。

③の場合、爆発音がした場所か
ら十分距離があることを確認す
る。近い場合は更に避難する。
その後再度の人員確認を行い被
害に遭っている者がないことを
確認する。

家庭への連絡として、学校HP,まちCOMI
メールで事情説明する。

通常授業を行う。
生徒へ帰宅の指示をする。
（校内の荷物を持ち帰る。）

家庭への連絡として、学校HP,ま
ちCOMIメールで事情説明する。

家庭への連絡として、学校HP,ま
ちCOMIメールで事情説明する。

担任、副担任は生徒が帰宅したことを確
認する。

いずれの場合も爆破予告直後即座に警察、消防に通報しているが、実際に爆発が起きた際には怪我人の
救護が急がれるので再度「救急」を要請する。また、新たに校内に入ろうとする者がないように監視す
る。

　
　　　避難場所での指示等

・人員確認、怪我人等の調査
・状況説明
・不要に不安がらせない対応

　　　　怪我人の救護等
・警察や消防の到着前に怪我人
等の救護を行う。
・警察や消防が到着後はその指
示に従う。
・人員確認で行方不明者がある
場合には警察や消防に伝える。

　　　　　　家庭連絡
・電話、本校HP、まちCOMIメール
などを用いて、保護者に状況説明
を行う。
・自力帰宅、引き取り帰宅に関わ
らず、生徒が帰宅したことの確認
を取る。
・以降の学校再開についての連絡
方法を周知しておく。

警察、消防への通報と県教委への報告

直後に避難指示を出すとともに、警察、消防への通報と県教委への報告

b.実際に爆発が起きてしまった場合の対応

爆破予告等の発覚

爆破予告後、①避難する前に、②避難の最中に、③避難後に実際に爆発が起こった場合

①の場合、爆発音がした場所から
遠ざかるように避難させる。放送
機械が作動する場合は的確な指示
を出す。爆発中心部には誰も近づ
かない。
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日本の上空を通過

※１　近くにミサイルが着弾した場合は、弾頭の種類に応じて被害の及び範囲等が異なるが、次のように行動する。
　　　・屋外にいる場合は、口と鼻をハンカチで覆いながら、現場から直ちに離れ、密閉性の高い屋内の部屋または
　　  　風上に避難する。
       ・屋内にいる場合は、換気扇を止め、窓を閉め、目張りをして室内を密閉する。

※２　その後の状況に応じて、屋内避難を解除するような情報、又は引き続き屋内避難をするあるいは別の地域への
　　　避難するといった情報が伝えられる。

在校時及び在宅時（生徒の登下校中を含む）の具体的な対応については、23・24ページに準じて行
う。

弾道ミサイル発射情報・避難の呼びかけ

【屋外にいる場合】
○近くの建物の中や地下に避難し、床に伏せて頭部を守る。
　（近くであれば頑丈な建物が望ましいが、近くにない場合はそれ以外の
　建物に避難。校庭等にいる生徒は、直ちに校舎内に避難。）
○近くに避難できる建物がない場合や避難する時間がない場合は、物陰に
　身を隠すか、地面に伏せて頭部を守る。

【屋内にいる場合】
○できるだけ窓から離れ、可能であれば窓のない部屋（部屋でなくとも、
　窓に面していない廊下等）に移動する。
　※すぐに避難できるところに頑丈な建物や地下があればそちらに移動する。
○適当な部屋がない場合や別な部屋に移動する時間的な余裕がない場合は、
　部屋の中央に集まり身を伏せたり、その場で机の下に隠れるなどして、
　身を守る。
○頭部を保護し（カバンなど身の回りにある物などで頭部を覆う）、低い
　姿勢で身を伏せる。（窓がある場合は、窓より身を低くして伏せる）
○（時間的な余裕があれば）ドアや窓は全て閉め、カーテンを閉める。

♦
避
難
行
動

日本に落下する可能性がある

落下場所等についての情報 落下場所等についての情報

日本の領域外の海域に落下

直ちに避難の呼びかけ

第３節　爆破予告等への対応

 ３　弾道ミサイル発射に係る対応

Ｊアラートを通じて緊急情報が発信された際の対応

屋内避難を解除
○不審なものを発見した場合には、決して近寄らず、直ちに警察、消
防や海上保安庁に連絡する。

追加情報があるまでは引き続き
屋内避難を継続する※１

追加情報※２

直ちに♦と同様の行動をとる

落下場所等についての情報
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第４章　疾　病　等
第１節　食中毒発生時の対応
１　初期対応の概要

○欠席連絡・健康観察などから

 ・生徒の異常・異変に気づく　　 　　 
 ・異常を訴える生徒が普段より多い

 ・欠席者や早退者が通常より多いとき

保護者（本人）から聞き取り ・学級全体の生徒の健康観察

 ・症状の内容・発症の日時 ・他の学級、学年の状況把握

 ・医師の診断の有無と所見

なし ・感染症の疑い（次節で対応）

・欠席者等への対応（必要に応じ家庭訪問等）

あり 対応についての協議

 ・現時点までの状況説明

 ・教職員の役割分担

 ・プライバシー保護

・医療機関の確保と把握

・授業の継続か打ち切りか

・臨時休業 ・医療機関への受診 ・臨時健康診断

・学校給食の停止 ・保護者への連絡 ・保健指導

・原因究明に対する協力 ・早退、欠席等の措置 ・保護者への通知

・外部への対応（一本化） ・家庭訪問

・学校医　

・所管の保健所　・教育委員会

症状の把握

欠席者・早退者

全校集会
（必要に応じ）

・状況説明、保健衛生指導など

（状況や対応内容の説明、検便等各種調査協力
依頼など）

 関係機関への連絡

異常・異変発生

校内対策会議

必要に応じ保護者説明会の開催

学校運営 生徒・保護者への対応

症状のある者 症状のない者

登校している生徒

学校医・医療機関の指導助言

食中毒の疑い
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２ 職員体制 

（１）校内対策委員会の設置 

①   現時点までの状況説明をする。 

②   学校としての今後の具体的対応策を協議する。 

③   各職員の役割分担を確認する。 

④   発症生徒のプライバシー保護と人権尊重について確認する。 

 

（２）職員の役割 

校     長 
◎関係機関との連絡調整 

◎市町村対策会議等への対応 

教     頭 
◎対策本部（職員室）に詰め、状況把握及び連絡調整 

◎事故報告書の作成準備 

教務主任 

◎全校生徒の出欠状況の整理 

◎保護者向けの文書の作成 

◎関係書類の整備 

担     任 ◎生徒の臨時健康観察 

発症した生徒 

の担任 

◎家庭と連絡をとり、状況確認 

◎発症者報告書（個人）の作成 

◎他の生徒の指導 

保体主事 

養護教諭 

◎発症した生徒の看護 

◎臨時健康観察結果の回収、集計 

◎発症報告書（個人）の回収及び発症児童生徒一覧表の作成 

◎発症報告に基づき、医療機関別に診療を受けた生徒の状況一覧を作

成 

食堂職員 

◎喫食調査用紙の回収、集計及び原因の検討 

◎関係書類の整備 

◎調理場、配膳室の現状保存 

◎検食、保存食、残菜、使用水の確保と保存 

学校医 
◎生徒の健康診断、診療、保健衛生指導 

◎保護者へ依頼すべき生徒の健康管理に関する指導 、 協 力  
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３ 関係機関への対応 

（１）教育委員会への対応 

次の状況等を速報し、指導を仰ぐ。 

ア   食中毒（疑い）の発生を確認した状況 

イ   発症生徒数 

ウ   症状の傾向 

エ   原因に関する事項 

オ   学校がとった措置 

（２）保健所への対応 

ア  状況を報告し、指導助言を受ける。  
イ  原因究明、被害拡大防止、二次感染防止等に関する保健所の対応に協力する。 
ウ  立入り検査や来訪を受けた場合は、担当責任者を定めて対応する。 

（３）食堂への対応 

ア  状況を通報する。  
イ  原因究明のための次のような措置を依頼する。 

・使用食材及び保存食の保存 

・使用食器や器具の現状保存  
・回収した残菜の保存 

 

４  関 係 書 類 等  

（ １ ） 整 え て お く べ き 関 係 書 類  

ア  学校日誌 

イ  出席簿 

ウ  生徒緊急連絡簿 

エ  保健日誌 

ア  献立表綴 

イ  食材発注簿 

ウ  物資受払簿 

エ  検収記録簿 

オ  保存食記録簿 

カ  配食記録簿 

キ  納入業者一覧表 

ク  検食記録  

ア  学校環境衛生検査関係綴 

イ  使用水点検記録簿 

ウ  日常点検記録簿 

エ  従事者検便記録簿 

 

（２）作成すべき関係書類 

ア  発生報告書 

イ  臨時健康観察結果一覧 

ウ  発症報告書（個人） 

エ  発症生徒一覧表 

オ  生徒喫食調査 

カ  医療機関別の生徒診療状況一覧表 

 

５ 救急体制・連絡網 

○学校内の救急体制、医療機関等電話番号などの整備が必要である。 
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第２節　　感染症発生時の態応
１　初期対応の概要

○欠席連絡・健康観察などから

 ・生徒の異常・異変に気づく　　 　　 
 ・異常を訴える生徒が普段より多い

 ・欠席者や早退者が通常より多いとき

保護者（本人）から聞き取り ・学級全体の生徒の健康観察

・症状の内容・発症の日時・喫食状況 ・他の学級、学年の状況把握

・医師の診断の有無と所見

学校医・医療機関の指導助言

マスコミ、地域の関係機関等から情報収集

なし ・食中毒の疑い（前節で対応）

・欠席者等への対応（必要に応じ家庭訪問等）

あり 対応についての協議

 ・現時点までの状況の共通理解

 ・二次感染予防

 ・教職員の役割分担

 ・プライバシー保護と人権尊重

・医療機関の確保と把握

・授業の継続か打ち切りか

・臨時休業 ・医療機関への受診 ・臨時健康診断

・原因究明に対する協力 ・保護者への連絡 ・全員の喫食調査

・外部への対応（一本化） ・早退、出席停止等の措置 ・保健指導

・家庭訪問 ・保護者への通知

・学校医　・所管の保健所　・教育委員会

登校している生徒

学校運営 生徒・保護者への対応

症状のない者症状のある者

異常・異変発生

校内対策会議

欠席者・早退者

健康状況の把握

全校集会
（必要に応じ）

・状況説明、保健衛生指導など

必要に応じ保護者説明会の開催

（状況や対応内容の説明、健康調査等への
協力要請など

 関係機関への連絡

感染症の疑い
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２ 「感染症」の定義 

  ウイルス、細菌、真菌などの微生物が、宿主の体内に侵入し、臓器や組織の中で増殖す

ることを「感染」といい、その結果、生じる疾病が「感染症」である。 

  主な感染経路には、①空気感染（飛沫核感染）、②飛沫感染、③接触感染、④経口感染( 糞

口感染) 、⑤節足動物媒介感染等がある。感染症を予防するには、病原体、感染経路、感受

性宿主の三大要因について対策をとる必要がある。 

 

３  学校における対応 

学校は、生徒が集団生活を営む場であり、感染症が発生した場合、大きな影響を及

ぼすこととなる。予防可能な感染症については適切に予防策を講じ、感染症が発生し

た場合には、重症化させないように早期発見・治療し蔓延を防ぐことが重要である。 

 

（１）学校において予防すべき感染症の種類 

第
一
種 

感染症法の一類感染症と結核を除く二類感染症 

エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、南米出血熱、ペスト、マールブル

グ病、ラッサ熱、急性灰白髄炎、ジフテリア、重症急性呼吸器症候群（病原体がベー

タコロナウイルス属 SARS コロナウイルスであるものに限る）、中東呼吸器症候群（病

原体がベータコロナウイルス属 MERS コロナウイルスであるものに限る）、特定鳥イ

ンフルエンザ（病原体が鳥インフルエンザＡ（H5N1）ウイルス又は鳥インフルエンザＡ

（H7N9）ウイルスであるものに限る） 

第
二
種 

空気感染又は飛沫感染するもので、児童生徒等の罹患が多く、学校において流行を広

げる可能性が高い感染症 

インフルエンザ（特定鳥インフルエンザ及び新型インフルエンザ等感染症を除く）、

百日咳、麻疹、流行性耳下腺炎、風疹、水痘、咽頭結膜熱、結核、髄膜炎菌性髄膜炎  

第
三
種 

学校教育活動を通じ、学校において流行を広げる可能性がある感染症 

コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症、腸チフス、パラチフス、流行性角結

膜炎、急性出血性結膜炎 

そ
の
他
の

感
染
症 

第三種の感染症として扱う場合もある 

感染性胃腸炎( ノロウイルス感染症、ロタウイルス感染症など)、マイコプラズマ

感染症、インフルエンザ菌感染症、溶連菌感染症、伝染性紅斑など 

 

｢その他の感染症｣は、学校で通常見られないような重大な流行が起こった場合に、その感

染拡大を防ぐために、必要があるときに限り、学校医の意見を聞き、校長が第三種の感染症

として緊急的に措置をとることができるものとして定められているものであり、あらかじめ

特定の疾患を定めてあるものではない｡「その他の感染症」として出席停止の指示をするか

どうかは、感染症の種類や各地域、学校における感染症の発生・流行の態様等を考慮の上で

判断する必要がある。 
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（２）基本的な処置及び対応 

①全身状態の観察    
・バイタルサインのチェック  
・皮膚の状態はどうか 

・のど及び口腔内の状態はどうか 

②状況把握 

・家族の健康状態はどうか  
・学級の状態はどうか  
・他校の状態はどうか  
・地域の状態はどうか 

③生徒の隔離 

・症状のある生徒の隔離 

④保護者への連絡 

⑤他の生徒への指導   
⑥学校医への連絡  
⑦関係機関への連絡  
⑧校内検討委員会の設置 
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第３節　薬品事故発生時の対応
１　基本的な対応

（１）基本的な処置

（２）初期対応の概要

○救助協力者を求める

○周囲の状況の観察（空き箱等の証拠物、吐物）

○二次災害の予防

ある ○応急処置をする

 ・多量の水や牛乳を飲ませて吐かせる

なし  ・吐かせてはいけない場合の確認

○保温

ある ○吐いた物が気管に入らないような体位にする

○保温

なし

○医師・救急車へ連絡（１１９番通報）

  ・症状及び行った処置を連絡し、今後の対応を聞く

○校内への連絡

○保護者への連絡

○医療機関への付添・看護

○教育委員会への連絡・報告

○学校薬剤師への連絡

○保護者への連絡・対応

○外部への対応（窓口一本化）

事故発見

人工呼吸

気道の確保

教職員の役割分担

搬送      （救急車かタクシーを原則とし、複数の教職員が付き添う）

医　　療　　機　　関

①　飲む　　－薄めて吐かせる。救急処置をしつつ医師の指示を受ける。

②　吸入　　－新鮮な空気中に連れ出す。気道確保。人工呼吸。

③　皮膚付着－大量の流水で洗い流す。

④　目に入る－大量の流水で洗い流す。専門医に受診する。

意識の有無

呼吸の確認
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２ 救急体制・連絡網 

学校内の救急体制、医療機関等の電話番号、事故発生処理票及び受診票などを整備してお

く必要がある。 

 

３ 盗難及び紛失への対応 

（１）対応のポイント 

①外部からの侵入者による盗難である可能性とともに、紛失した薬品が水道水等に混入さ

れるおそれがあるため、速やかな対応が必要である。 

②生命に関わるような事件になりかねないことから、薬品の早期発見が大切である。 

③薬品の紛失が学校の管理下で発生した場合、学校の責任が大きく問われることになるた

め、日常の安全指導及び安全管理が大切である。 

 

（２）緊急対応のフロー図

○理科室の管理責任者が確認

  ・全教職員に使用の有無を確認

  ・薬品台帳等により確認

○管理職に報告　全教職員に連絡

○警察に届出（現場の保存）

○水道水等の飲用禁止の指示・徹底

○生徒の体調調査
  ・異常がある場合－養護教諭個別指導・手当

↓

学校医（専門医）受診

○児童生徒へ説明・所持確認

○全職員による校内点検

○警察の捜査協力

○教育委員会

○必要により、保健所・消防署
関係機関への報告

紛失確認

紛失報告

児童生徒の安全確保

紛失物捜索

 

 

（３）その他の配慮事項 

①安全管理を徹底し、紛失薬品の混入を防ぐ。 

②保護者に事件の状況を文書で知らせ、理解と協力を求める。 

③教育委員会との連携を密にし、適切な対応に努める。 
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第５章  避難所としての学校運営 

第１節  学校が避難所となる場合の基本的な考え方 

学校は教育施設であるが、災害が発生した場合、学校が避難所として重要な役割を果たす

ことになる。災害時における教職員の第一義的な役割は、生徒の安全を確保するとともに、

学校教育活動の早期正常化に向けて取り組むことであり、避難所運営は市町村災害対策担当

部局が主体となって行うものである。しかしながら、学校が避難所となった場合、災害応急

対策が円滑に行われるよう、教職員は避難所の運営について、必要に応じて積極的に協力す

べきである。 

 

○運営体制 

運営体制を定める場合には、市町村災害対策担当部局の職員が配置されるまでの間、避難

所運営に係る業務の全部又は一部について対応することを想定した体制とし、具体的な対応

方策についても定めておくことが必要である。  
この場合、生徒が在校中に学校が避難所となり、生徒への対応と避難者への対応とが同時

に求められる場合も想定しておく必要がある。 

 

○初動態勢 

校長をはじめ各教職員が早急に参集できず、避難所の運営を当初の計画のとおり行えない

場合があっても、参集した教職員により少なくとも次のような業務を行う必要がある。 

・校内にいる生徒の安否確認、避難誘導 

・避難者の受け入れ、誘導 

・救命、救急措置 

・教育委員会、災害対策本部等との連絡、情報確認 

・避難者への情報伝達 

・備蓄物資の配給 

 

○学校施設の使用 

避難所となる場合の学校施設の使用は、それぞれの場所の機能を踏まえて判断する必要が

ある。 

普通教室は、災害対策上やむを得ない場合に限り、適宜開放することとするが、学校教育

活動の再開に備え、一定数は確保することが大切である。また、理科室などの特別教室は、

薬品など危険物が置かれているため、原則として避難者収容のためのスペースとしては使用

しないことが望ましい。 



- 35 -

第２節  避難所の運営組織

救援物資の受け取り・保管・管理・配分

飲料水の確保配給

炊事、食事の配給（全員の当番制）

避難所の清掃、トイレ、ゴミ処理（全員の当番制）

防疫については保健所等と連絡。消毒の実施。

初期消火、出火防止の広報、火災の警戒にあたる。被災地区点

検、危険個所の指示・広報。防犯（警察との協力）

負傷者の救護処置にあたる。重傷者の搬送。

第２次避難（校外）に備える。避難地、避難路の安全確認。

給　水　係

炊　事　係

清掃防疫係

警備防火係

救　護　係

避難誘導係

避難所総括責任者を中心に、各種状況を判断し対策を決定するとと
もに、必要な指示・命令を出す。なお、指示・命令系統は一本化し
ておく。避難所運営会議の設置。ボランティアへの対応。

情報広報係 被害状況その他異常事態を把握し、本部へ連絡するとともに、本部
の指示命令を各係責任者に連絡する。災害情報、安否情報、被災情
報、生活情報等の収集・伝達、デマの防止。関係機関への連絡。避
難者名簿の作成・管理。避難所広報誌・広報板等の作成。

運営本部

物資管理係
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第３節  避難所設営に係る教職員の対応と運営の在り方
１　教職員の対応

情報連絡活動

自主防災組織への移行

災害の発生

連絡用看板の設置。避難者用緊急電話の早急な設置依
頼。メディアを活用した情報収集。

施設開放区域の明示

学校災害対策本部設置

（避難所支援班の結成）

避難者誘導

救援物資の調達配給

ボランティアの受入

炊き出しへの協力

可及的すみやかに名簿を作成。原則として入所時に本部
で記入。

トイレ・ゴミ集積所の管理。食中毒や伝染病など衛生面
への配慮。

運営本部長・副本部長の依頼。班編成、班長会議につい
ての助言。生活上の基本ルールについての助言。

活動拠点の設置。支援班との連携。専門ボランティアに
コーディネーターを依頼。

要請に基づき使用可能な調理室、給食室などの提供。献
立への助言。

避難者の名簿づくり

本部の中に避難所支援班を設置し構成人数を決定。地元
の自主防災組織や市町村災害対策担当部局の職員との協
力体制を確立。学校医・地域の医師会との連携。ボラン
ティア受入準備。

開放できる区域、立入禁止区域の明示。緊急車両やヘリ
コプター発着のスペース確保。高齢者や障害者などへの
優先的配慮。優先区域順に開放

担当者による誘導。避難所使用のマナーと一般的注意の
徹底。

食料・医療物資などを市町村対策本部へ要請。食事・救
援物資の配給経路の把握。高齢者・障害者等や非常持出
品のない家庭への配慮。配給時におけるトラブル回避。

衛生環境の整備

避難所運営組織づくり支援
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２　運営の在り方

 避難所の設置・運営についての責任を有する立場

   ・管理責任者となる行政職員の学校への派遣

   ・医師等の学校への派遣

組織化    ・救援物資の配給・生活環境改善

 派遣調整    ・災害救援ボランティアの派遣

 ・パイプ役

・初動活動

 ・人的支援

・避難所運営

教育委員会

負担軽減と
学校機能回
復

ボランティア

避難所
運営の
協力

要請

運営上の種々の
要請と連絡調整

市町村（災害対策担当部局）

 第一の役割は、生徒の安全確保、
応急教育の実施。避難所設置・運
営について協力・援助すべき立場

学　　　校

開放施設の決定と避難者の受け
入れ、誘導。災害対策本部など
との連絡、情報確認。

県教育委員会の援助・調整により県内外
の教職員を派遣。自主防災組織・ボラン
ティアと学校が有効に連携できるよう調
整。

避難所運営に係る学校からの要望の連絡
調整

連絡調整・協議

 避難所運営が円滑になされ、かつ学校機能
が回復されるよう、担当部局との調整役と
なり、学校を支援する立場

避
難
所
指
定



 

悪天候等による休業等の措置について 

令和３年７月 

 

本校では、このことについて、下記のとおり対応することとしています。状況に応じた

適切な対応となるように努めますので、御理解及び御協力をお願いします。 

 
記 

 
１ 公共交通機関が大幅に乱れるなど、悪天候等（※）による登下校の困難が予想される

場合などは、その都度状況に応じて休業等の措置を決定することとする。 

（※）悪天候等とは 

 （１）大雨警報、大雪警報、暴風雪警報等 

 （２）避難情報等の警戒レベル３（高齢者等避難開始）、レベル４（避難指示）、レベ 

ル５（緊急安全確保） 

 

２ 対応は、原則として当日の朝６時までに決定するが、登校後の急な気象変化などには

その状況に応じて対応することとする。 

 

３ 休業等の措置については、マチコミメール及び学校ホームページで伝えることとす

る。 

 

４ 臨時休業となった場合、生徒は自宅で学習することとする。 

 

なお、休業等の措置がない場合でも、悪天候などにより安全を確保できる見込みがなく 

登下校が困難である場合は、保護者を通じて学校にその旨御連絡ください。事情に応じて

欠席扱いにしないなどの対応をします。 



学校事故災害発生時の緊急連絡体制 
                             鳥取中央育英高等学校 
 
学校管理下において事故災害が発生した場合は、速やかに適切な応急措置が行われ、傷病
の悪化防止と患者の苦痛の軽減を図って、医師の手に委ねるまでの家庭のおいて適切な措
置がとれるよう、学校全体の連絡体制を示します。 

 

１ 授業時間・休憩時間 

 

 

２ 部活動 

 

 

（１）これは基本的な連絡体制であり、事故によってはこの限りではない。状況により臨
機応変の対応をとること。 

（２）家庭との連絡を密にし、必要な処置をとった後、できるだけ早く保護者と連絡をと
ること。 

（３）付き添いに当たった場合は、負傷者の状況、経過を記録し、教頭に報告すること。 
（４）病院で診断・治療を受けた場合は日本スポーツセンター災害共済給付金の対象とな

るので、事故現場に居合わせた者は事故状況を、教頭もしくは養護教諭に報告する
こと。 

事故発生 
校長 

教頭 

情報収集 

保健室 

救急措置 

学級担任 

教務室 

授業担当者 

発 見 者 

措置・観察 

近くの教員 

周囲の生徒 

事故の連絡 

体育保健課 

学校安全担当 

0857-26-7527 

事務室 タクシー 

１１９番 

医療機関 

家庭 

事故発生 校長 
体育保健課 

学校安全担当 

0857-26-7527 

教頭 

情報収集 

部活動顧問 

指 導 者 

発 見 生 徒 

等 

タクシー 

１１９番 

医療機関 

家庭 
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